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１．調査の目的 

 本調査は、市民の日常生活における行動や意識などを把握、分析し、本市の都市経営の基本

戦略である堺市マスタープランの進捗管理に活用するとともに、市政運営の基礎資料とするた

めに実施したものである。 

また、これまで行っていたクロス集計分析や相関分析に加えて、多様化する市民ニーズを分

析し、施策立案につなげていくため、共分散構造分析（P.13～18 参照）と呼ばれる多変量解

析の手法を用いて、「問２．定住意向」等に対してどのように意識が影響しているのか、意識

間の関係性を分析した。 

 

２．調査の実施概要 

（１）調査地域   堺市全域 

（２）調査対象   堺市内に居住する満 18 歳以上の市民 10,000 人 

（３）抽出方法   区別人口比・性比に合わせ住民基本台帳(外国人住民を含む)より 

無作為抽出（平成 28 年 4 月末時点） 

（４）調査方法   郵送調査 

（５）調査期間   平成 28 年 7 月 14 日（木）～平成 28 年 8 月 1 日（月） 

発送：平成 28 年 7 月 14 日（木）、回答期限：平成 28 年 8 月 1 日（月） 

調査期間中に、調査対象者全員に協力依頼はがきを送付 

返送された調査票は、8 月 15 日分までを有効票とした 

 （６）回収結果 

発送数 未着数 実発送数 有効回答数 有効回答率 

10,000 62 9,938 5,777 58.1% 

 

３．集計表の見方 

（１）集計対象件数は、5,777 件である。 

（２）回答は、各設問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率(%)で示している｡小数点第 2 位を

四捨五入しているため､比率の合計が 100.0%にならない場合がある｡ 

（３）各設問に対する無回答は集計から省いた｡ 

（４）回答があっても､小数点第 2 位を四捨五入して 0.1%に満たない場合は､図表には｢-｣と示

している｡ 

（５）集計結果の要旨等を    内にまとめている。  

 

４．本編について 

 平成 28 年度堺市市民意識調査では、「堺市のまちについて」「安全・安心の確保について（防

災・防犯・医療等）など８つのカテゴリーに分類されており、それぞれ「意識」と「行動」に

関する設問で構成されている。 

本編版では、この８つのカテゴリーのうち「意識」に関する設問のなかから最もカテゴリー

を表していると思われる設問を抽出し掲載している。また、共分散構造分析の結果は、「問２．

定住意向」を抽出し掲載している。  

調査の概要 
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全体 n=5777
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18.6%

美原区
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全体 n=5581

男性

41.9%女性

58.1%

【参考】平成 28 年 4 月末時点の 18 歳以上 

住民基本台帳人口（日本人、外国人住民ともに含む） 
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【参考】平成 28 年 4 月末時点の 18 歳以上 

住民基本台帳人口（日本人、外国人住民ともに含む） 

 

【参考】平成 28 年 4 月末時点の 18 歳以上 

住民基本台帳人口（日本人、外国人住民ともに含む） 
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5681 

堺区 969 

中区 801 

東区 623 

西区 901 

南区 1072 

北区 1053 

美原区 262 

（ｎ）

単位：％

全　　　　市

居住区別

１０歳代

1.3

0.9

2.2

1.1

1.2

0.8

1.6

0.4

２０歳代

7.8

9.5

8.7
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7.6
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６０歳代

21.8

20.1

20.6

23.3

22.0

26.5
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30.7

22.5

28.1

22.1

27.1

全体 n=5714

単身世帯

（ひとり暮らし）

13.0%

夫婦のみ
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二世代世帯

（親と子）

50.2%

三世代世帯

（親と子と孫）
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2.7%

【参考】平成 27 年国勢調査 

人口等基本集計（総務省統計局） 
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【参考】平成 28 年 4 月末時点の 18 歳以上 

住民基本台帳人口（日本人、外国人ともに含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
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堺市内　内訳 （100％換算比）
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単位：％

平成28年度
（n=5654）

そう思う

27.7

ある程度そう思う

52.4

あまりそう思わない

12.5

思わない

4.4

わからない

3.1

 

 

 

１. 堺市のまちについて 

○あなたは、堺市が住みやすいまちだと思いますか。（問 1 ） 

 

 

堺市が住みやすいまちだと思うかについては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせ

て 80.1％となっている。 

 

 

 

 

 

○あなたは、事情が許せばこれからも堺市に住み続けたいですか。（問 2 ） 

 

 

事情が許せばこれからも堺市に住み続けたいかについては、「そう思う」と「ある程度そう思

う」を合わせて 80.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、堺市は魅力や愛着を感じるまちだと思いますか。（問 4 ） 

 

 

堺市が魅力や愛着を感じるまちだと思うかについては、「そう思う」と「ある程度そう思う」

を合わせて 63.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査結果の概要 

堺市が住みやすいまちと思っている人は約８割であり、そうでない人は約２割である。 

堺市に住み続けたいと思っている人は約８割であり、そうでない人は約１割である。 

堺市に魅力や愛着を感じている人は約６割であり、そうでない人は約３割である。 

単位：％

平成28年度
（n=5663）

そう思う

42.3

ある程度そう思う

38.1

あまりそう思わない

9.9

思わない

5.0

わからない

4.8

単位：％

平成28年度
（n=5654）

そう思う

17.7

ある程度そう思う

46.0

あまりそう思わない

22.5

思わない

8.6

わからない

5.3
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単位：％

平成28年度
（n=5721）

そう思う

23.9

ある程度そう思う

36.7

あまりそう思わない

17.6

思わない

15.0

わからない

6.9

２. 安全・安心の確保について（防災・防犯・医療等） 

○あなたは、堺市は災害に強く、安全・安心に暮らせるまちだと思いますか。（問 13 ） 

 

 

堺市は災害に強く、安全、安心に暮らせるまちだと思うかについては、「そう思う」と「ある

程度そう思う」を合わせて 48.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、健康・介護など日常生活における困りごとについて、相談に乗ってくれ

たり助けてくれる人が身近にいますか。（問 15 ） 

 

 

日常生活の困りごとについて、相談に乗ってくれたり助けてくれる人が身近にいるかについ

ては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 60.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

堺市は災害に強く、安全、安心に暮らせるまちと思っている人は５割弱であり、そうでな

い人は４割弱である。 

日常生活の困りごとについて、相談に乗ってくれたり助けてくれる人が身近にいると思っ

ている人は約６割であり、そうでない人は約３割である。 

単位：％

平成28年度
（n=5733）

そう思う

8.4

ある程度そう思う

40.5

あまりそう思わない

27.6

思わない

8.3

わからない

15.2
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３. 子育て・教育について 

○あなたは、堺市は子育てがしやすいまちだと思いますか。（問 19 ） 

 

 

堺市は子育てがしやすいまちだと思うかについては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を

合わせて 46.5％となっている。 

 

 

 

 

 

○あなたは、堺市は子どもたちが健やかに成長し、いきいきと学ぶ教育環境が良いま

ちだと思いますか。（問 20 ） 

 

 

堺市は子どもたちが健やかに成長し、いきいきと学ぶ教育環境が良いまちだと思うかについ

ては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 45.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、子育てに関して相談に乗ってくれたり、助けてくれる人が身近にいます

か。（問 21 ） 

 

 

子育てに関して相談に乗ってくれたり、助けてくれる人が身近にいるかについては、「そう思

う」と「ある程度そう思う」を合わせて 42.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

平成28年度
（n=5486）

そう思う

14.1

ある程度そう思う

28.8

あまりそう思わない

14.9

思わない

9.7

わからない

32.5

堺市は子育てがしやすいまちと思っている人は５割弱であり、そうでない人は３割弱であ

る。 

堺市は子どもたちが健やかに成長し、いきいきと学ぶ教育環境が良いまちと思っている人

は４割強であり、そうでない人は３割強である。 

子育てに関して相談に乗ってくれたり、助けてくれる人が身近にいると思っている人は 

４割強であり、そうでない人は２割強である。 

単位：％

平成28年度
（n=5633）

そう思う

6.6

ある程度そう思う

39.9

あまりそう思わない

20.3

思わない

6.9

わからない

26.3

単位：％

平成28年度
（n=5629）

そう思う

5.7

ある程度そう思う

39.6

あまりそう思わない

23.0

思わない

7.7

わからない

24.0



10 

 

４. 都市魅力（文化・観光等）について 

○あなたは、堺市は歴史資源や文化資源を身近に感じることができるまちだと思いま

すか。（問 31 ） 

 

 

堺市は歴史資源や文化資源を身近に感じることができるまちだと思うかについては、「そう思

う」と「ある程度そう思う」を合わせて 58.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

５. 産業・雇用について 

○あなたは、堺の伝統産業品の PR は十分にされていると思いますか。（問 36 ） 

 

 

堺の伝統産業品のＰＲは十分にされていると思うかについては、「そう思う」と「ある程度そ

う思う」を合わせて 24.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、堺市では働く意欲のある人たちの雇用があると思いますか。（問 38 ） 

 

 

堺市では、働く意欲のある人たちの雇用があると思うかについては、「そう思う」と「ある程

度そう思う」を合わせて 22.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

堺市は歴史資源や文化資源を身近に感じることができるまちと思っている人は約６割で

あり、そうでない人は約３割である。 

堺市で働く意欲のある人たちの雇用があると思っている人は約２割であり、そうでない人

は約５割である。 

堺の伝統産業品のＰＲは十分にされていると思っている人は２割強であり、そうでない人

は約６割である。 

単位：％

平成28年度
（n=5704）

そう思う

13.7

ある程度そう思う

45.0

あまりそう思わない

22.5

思わない

11.2

わからない

7.6

単位：％

平成28年度
（n=5698）

そう思う

2.8

ある程度そう思う

21.3

あまりそう思わない

38.6

思わない

22.8

わからない

14.6

単位：％

平成28年度
（n=5693）

そう思う

3.0

ある程度そう思う

19.7

あまりそう思わない

33.0

思わない

16.1

わからない

28.2
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６. 環境について 

○あなたは、堺市では、環境にやさしいまちづくりが進んでいると思いますか。（問

43 ） 

 

 

堺市では、環境にやさしいまちづくりが進んでいると思うかについては、「そう思う」と「あ

る程度そう思う」を合わせて 33.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、節電やごみの減量など地球環境を意識した生活スタイルを実践している

人が多いと思いますか。（問 45 ） 

 

 

節電やごみの減量など地球環境を意識した生活スタイルを実践している人が多いと思うかに

ついては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 27.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

７. 日常の交通手段について 

○あなたは、日々の暮らしや仕事において堺市内の移動は便利だと思いますか。（問

49 ） 

 

 

堺市内の移動は便利だと思うかについては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて

48.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

環境にやさしいまちづくりが進んでいると思っている人は３割強であり、そうでない人は

４割強である。 

節電やごみの減量など地球環境を意識した生活スタイルを実践している人が多いと思っ

ている人は３割弱であり、そうでない人は５割弱である。 

堺市内の移動は便利だと思っている人とそうでない人は、ともに約５割である。 

単位：％

平成28年度
（n=5691）

そう思う

4.2

ある程度そう思う

28.9

あまりそう思わない

34.6

思わない

10.8

わからない

21.5

単位：％

平成28年度
（n=5684）

そう思う

3.1

ある程度そう思う

24.6

あまりそう思わない

35.1

思わない

14.0

わからない

23.1

単位：％

平成28年度
（n=5678）

そう思う

11.4

ある程度そう思う

37.3

あまりそう思わない

26.5

思わない

20.7

わからない

4.1
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単位：％

平成28年度
（n=5653）

そう思う

11.1

ある程度そう思う

34.8

あまりそう思わない

21.2

思わない

12.9

わからない

19.9

８. 地域活動等について 

○あなたは、堺市は自治会や子ども会活動、地域における活動など、人と人とのつな

がりがあると感じますか。（問 54 ） 

 

 

堺市は自治会や子ども会活動、地域における活動など、人と人とのつながりがあると感じる

かについては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 48.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、堺市は図書館や文化教室などにおける生涯学習の環境が整っていると思

いますか。（問 56 ） 

 

 

堺市は図書館や文化教室などにおける生涯学習の環境が整っていると思うかについては、「そ

う思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 42.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

○あなたは、堺市で暮らす人たちや堺市を訪れる人たちのために何か役立つことをし

たいと思いますか。（問 58 ） 

 

 

堺市で暮らす人たちや堺市を訪れる人たちのために何か役立つことをしたいと思うかについ

ては、「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせて 45.9％となっている。 

 

 

 

  

自治会や子ども会活動、地域における活動など、人と人とのつながりがあると感じている

人は５割弱であり、そうでない人は４割強である。 

図書館や文化教室などにおける生涯学習の環境が整っていると思っている人とそうでな

い人は、ともに約４割である。 

堺市で暮らす人たちや堺市を訪れる人たちのために何か役立つことをしたいと思ってい

る人は５割弱であり、そうでない人は３割強である。 

単位：％

平成28年度
（n=5676）

そう思う

8.6

ある程度そう思う

39.6

あまりそう思わない

24.7

思わない

10.9

わからない

16.2

単位：％

平成28年度
（n=5664）

そう思う

6.2

ある程度そう思う

36.0

あまりそう思わない

24.2

思わない

11.3

わからない

22.3
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「定住意向（問２）」に影響を与えているのは、抽出した「暮らしの利便性」「子育て環境」

「生活の安心感」であることがわかった。また、このなかでも「子育て環境」が最も影響を

与えていることがわかった。 

 

 

 

 

 
 

１. 分析対象 

共分散構造分析について、観測変数1である「問２．定住意向」に対してどのような意

識が影響しているか、意識間の関係性を分析している。また、分析については、全サンプ

ル数によるもののほか、「６４歳以下」、「６５歳以上」、「子育て層（中学生以下の子どもが

同居、２０歳～４９歳）」の３属性によるものを加え、全４パターンで実施した。 
 

２. 潜在因子2の抽出 

因子分析3により、集計結果である観測変数を説明する因子として、「暮らしの利便性（第

１因子）」、「居住環境の満足（第２因子）」、「子育て環境（第３因子）」、「地域の活動（第４

因子）」、「生活の安心感（第５因子）」の５つの潜在因子を抽出した。 

※因子名は、第１因子＝“移動や買い物便利など暮らしの利便性”、第２因子＝“まちなみの美しさや緑の豊かさ

など居住環境の満足”、第３因子＝“子どもの居場所や身近な相談者など子育て環境”、第４因子＝“区の特色や自

己実現の場など地域の活動”、第５因子＝“治安や子育てへの不安など生活の安心感”と名付けた（解釈した）。  

 

３. 共分散構造分析の結果の概要 

   それぞれの属性別におけるもっとも影響を与えた潜在因子は次の通りとなった。 
 

（分析結果・比較表） 

  全サンプル数 ６４歳以下 ６５歳以上 子育て層 

（20歳～49歳、 

中学生以下同居） 

定住意向 

（問２） 

暮らしの利便性
（第１因子）と 
子育て環境 
（第３因子） 
ほぼ同等 

子育て環境 
（第３因子） 

暮らしの利便性 
（第１因子） 

分析不可 

   分析手順については、次に述べる。 

 

  

                                                   
1 観測変数とは、実際に値が観測される変数のこと。 

2潜在因子とは、観測される多くの現象（変数）の背後に潜み、それらの現象に影響を与えている要因で、目に見えない仮

説的な因子のこと。潜在変数とも呼ばれる。 
3 因子分析とは、多変量解析のひとつであり、多くの変数を少数の潜在変数（因子）に要約してまとめる分析手法。変数の

中から潜在的な共有性を見出し、同じ意味合いを持つ説明変数（因子）のグループに分類・集約し、項目間の中での影響度

の強さを明らかにする手法。 

共分散構造分析について 
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因子

1 2 3 4 5

問49 日々の暮らしや仕事において堺市内の移動は便利だと思いますか。 .568 .181 .119 .157 .138

問37 近くに買い物できる場所が充実していると思いますか。 .564 .118 .137 .102 .038

問38 堺市では働く意欲のある人たちの雇用があると思いますか。　　　 .522 .172 .347 .188 .034

問28 堺市には、休日に友人や家族と共に楽しく過ごすことができる場所や施設があると思いますか。　　　　 .446 .289 .251 .194 -.052

問56 堺市は図書館や文化教室などにおける生涯学習の環境が整っていると思いますか。 .437 .287 .153 .398 .086

問29 堺市の中心部（中心市街地。堺東－堺駅間）は、にぎわっていると思いますか。 .430 .271 .167 .076 -.021

問50 自転車を利用する方にお伺いします。あなたがお住まいの地域は自転車で走りやすいと思いますか。 .385 .241 .114 .170 .157

問30 地域のまちなみの美しさに満足していますか。 .292 .662 .171 .149 .043

問46 樹木などのまちの緑の豊かさ（多さ）について、満足していますか。 .204 .656 .171 .180 .110

問43 堺市では、環境にやさしいまちづくりが進んでいると思いますか。 .432 .508 .237 .267 .137

問45 節電やごみの減量など地球環境を意識した生活スタイルを実践している人が多いと思いますか。 .307 .431 .223 .276 .110

問31 堺市は歴史資源や文化資源を身近に感じることができるまちだと思いますか。 .357 .398 .184 .255 -.036

問13 堺市は災害に強く、安全・安心に暮らせるまちだと思いますか。　　　　 .328 .351 .268 .205 .226

問22 放課後などにおける子どもの安全・安心な居場所があると思いますか。　　 .257 .219 .609 .180 .171

問21 子育てに関して相談に乗ってくれたり助けてくれる人が身近にいますか。 .164 .068 .579 .196 -.009

問19 堺市は子育てがしやすいまちだと思いますか。 .325 .297 .509 .182 .229

問23 地域の人が子どもの教育によく関わっていると思いますか。 .135 .292 .505 .263 .068

問16 突然のけがや病気の際の、病院での受入体制は十分であると思いますか。　　 .367 .167 .385 .189 .116

問55 自分が住んでいる区の特色を知っていますか。 .080 .198 .156 .650 .035

問57 自分の知識や経験を発揮することができる場があると思いますか。　　　 .335 .165 .238 .487 .088

問54 堺市は自治会や子ども会活動、地域における活動など、人と人とのつながりがあると感じますか。　　　 .189 .248 .313 .422 .037

問58 堺市で暮らす人たちや堺市を訪れる人たちのために何か役立つことをしたいと思いますか。 .171 .075 .165 .409 -.066

問14 近隣の治安について不安を感じたことがありますか。　 .044 .083 .004 .045 .567

問24 子育てに対して大きな不安や負担を感じたことがありますか。 .054 .016 .114 -.041 .541

回転後の因子行列
a

４. 共分散構造分析の手法 

    共分散構造分析は、直接観測できない（原因や結果がそれぞれ複数の変数によって規

定されている）事柄の因果関係を、観測された現象に基づいて定量的に示す分析手法の

ことであり、測定できる観測変数（例えば、「新規顧客数」）と直接測定できない潜在因

子（例えば、「営業努力」、「営業能力」）の両方を扱うことにより、変数間の相関関係、

因果関係を明らかにすることができる。 

共分散構造分析では、パス図を使って因果関係の分析結果を視覚的に示すことができ

る。パス図を使ってモデルとして表すと下図のようになる。 
 

＜パス図の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図形 名称 概要 

 観測変数 アンケート調査などで直接得られた変数 

 潜在因子 直接測定できない因子 

 片矢印方向 ２つの変数の因果関係を示す 

 双方向矢印 ２つの変数の相関関係を示す 

 誤差変数 誤差を表す 

５. 観測変数を測る潜在因子の抽出手順 

    共分散構造分析を行うにあたり、意識を問う設問で因子分析を行い、求められた５つ

の因子を、次の通り、名付けた（解釈した）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３因子】 
子どもの居場所や
身近な相談者など 

子育て環境 【第４因子】 
区の特色や 

自己実現の場など 
地域の活動 

【第５因子】 
治安や子育てへの不安など 

生活の安心感 

 

【第１因子】 
移動や買い物便利など 

暮らしの利便性 

【第２因子】 
まちなみの美しさや 
緑の豊かさなど 
居住環境の満足 
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推定値 標準誤差 検定統計量 確率

問2 <--- 暮らしの利便性 0.428 0.082 5.214 ***
問2 <--- 居住環境の満足 0.043 0.056 0.765 0.444
問2 <--- 子育て環境 0.397 0.063 6.322 ***
問2 <--- 地域の活動 -0.159 0.069 -2.309 0.021
問2 <--- 生活の安心感 0.215 0.041 5.235 ***
問49 <--- 暮らしの利便性 1
問37 <--- 暮らしの利便性 0.87 0.032 27.534 ***
問38 <--- 暮らしの利便性 0.997 0.033 30.658 ***
問28 <--- 暮らしの利便性 1.061 0.034 31.465 ***
問56 <--- 暮らしの利便性 0.995 0.033 30.282 ***
問29 <--- 暮らしの利便性 0.831 0.03 27.67 ***
問50 <--- 暮らしの利便性 0.929 0.036 26.008 ***
問30 <--- 居住環境の満足 1
問46 <--- 居住環境の満足 0.986 0.025 39.038 ***
問43 <--- 居住環境の満足 1.038 0.023 44.386 ***
問45 <--- 居住環境の満足 0.809 0.023 34.827 ***
問31 <--- 居住環境の満足 0.883 0.024 36.207 ***
問13 <--- 居住環境の満足 0.813 0.023 35.575 ***
問22 <--- 子育て環境 1
問21 <--- 子育て環境 0.815 0.031 26.349 ***
問19 <--- 子育て環境 0.967 0.026 37.61 ***
問23 <--- 子育て環境 0.852 0.029 29.612 ***
問16 <--- 子育て環境 0.836 0.027 31.182 ***
問55 <--- 地域の活動 1
問57 <--- 地域の活動 1 0.04 24.724 ***
問54 <--- 地域の活動 1.006 0.04 25.221 ***
問58 <--- 地域の活動 0.684 0.036 18.88 ***
問14 <--- 生活の安心感 1
問24 <--- 生活の安心感 0.981 0.087 11.268 ***

６. 抽出した潜在因子を用いた共分散構造分析 

  因子分析によって抽出した５つの潜在因子を用いて観測変数である「問２．定住意向」、

にどのような影響を与えているかをみる。 

①「問２．定住意向」を内生変数4として設定し、因子分析で抽出した第１因子～第５因 

子とその変数を用いて最尤法5でパラメータを求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②検定統計量6が 1.96 を下回るパス係数は統計的に有意であるとは言えないため、 

「問２．定住意向」←「居住環境の満足」、「問２．定住意向」←「地域の活動」のパス 

を除外する必要がある。 

 

  

                                                   
4 内生変数とは、他からの影響を受ける変数。 

5 最尤法（さいゆうほう）とは、因子分析に限らず、母数を推定するための統計的推定法の名称。 

6 検定統計量とは、サンプルデータから計算し、仮説検定で使用するランダム変数の名称。帰無仮説を棄却するかどうかを

判断に使用する。 
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係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)

推定値 標準誤差 検定統計量

問2 <--- 暮らしの利便性 0.36 0.055 6.574
問2 <--- 子育て環境 0.353 0.053 6.623
問2 <--- 生活の安心感 0.242 0.04 5.986
問49 <--- 暮らしの利便性 1
問37 <--- 暮らしの利便性 0.906 0.032 28.751
問38 <--- 暮らしの利便性 0.973 0.032 30.673
問28 <--- 暮らしの利便性 1.009 0.033 30.948
問56 <--- 暮らしの利便性 0.877 0.031 28.179
問29 <--- 暮らしの利便性 0.771 0.029 26.647
問50 <--- 暮らしの利便性 0.893 0.035 25.669
問22 <--- 子育て環境 1
問21 <--- 子育て環境 0.831 0.031 26.561
問19 <--- 子育て環境 0.961 0.026 36.543
問23 <--- 子育て環境 0.811 0.029 28.008
問16 <--- 子育て環境 0.838 0.027 30.705
問14 <--- 生活の安心感 1
問24 <--- 生活の安心感 1.043 0.097 10.756

標準化係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)

推定値

問2 <--- 暮らしの利便性 0.228
問2 <--- 子育て環境 0.249
問2 <--- 生活の安心感 0.147
問49 <--- 暮らしの利便性 0.556
問37 <--- 暮らしの利便性 0.525
問38 <--- 暮らしの利便性 0.644
問28 <--- 暮らしの利便性 0.607
問56 <--- 暮らしの利便性 0.557
問29 <--- 暮らしの利便性 0.484
問50 <--- 暮らしの利便性 0.491
問22 <--- 子育て環境 0.692
問21 <--- 子育て環境 0.513
問19 <--- 子育て環境 0.735
問23 <--- 子育て環境 0.534
問16 <--- 子育て環境 0.557
問14 <--- 生活の安心感 0.542
問24 <--- 生活の安心感 0.551

暮らしの
利便性

子育て環境

生活の安心感

問49

問37

問38

問28

問56

問29

問50

問22

問21

問19

問23

問16

問14

問24

e1

e2

e3

e4

e5

e6

e7

e8

e9

e10

e11

e12

e13

e14

.56

.53

.64

.61

.56

.48

.49

.69

.51

.74

.53

.56

.54

.55

.79

.37

.25

問2
定住意向

e15

.23

.25

.15

AIC=1129.659
CFI=.930

③検定統計量が 1.96 を下回る因子を除外した結果、下記のパス図となった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデルの適合度を表す CFI7（comparative fit index の略、以下「CFI」。）=0.930 と 0.9 を

超えているため、適合度は高いといえる。 

観測変数（問２．定住意向）に対する係数が最も大きくなったのは、「子育て環境」の潜在因

子（第３因子）のパスで 0.249 であったが、「暮らしの利便性」の潜在因子（第１因子）のパ

スも 0.228 であり、ほぼ同等の結果であり、「生活の安心感（第５因子）」の 0.147 と比べて定

住意向への影響度が強いことが分かった。 

堺市内の移動の便利さや近くに買い物ができる場所があるなど暮らしの利便性が高めること

や、放課後に子どもの安全な居場所があることや子育ての相談者が近くにいることなど子育て

しやすい環境を形成していくことが、定住意向につながっていくと考えられる。 

  

                                                   
7 CFI とは、最大値は 1 であり、1 に近づくほど適合度が高いと判断する指標。 
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推定値 標準誤差 検定統計量 確率

問2 <--- 居住環境の満足 -0.05 0.116 -0.432 0.666
問2 <--- 子育て環境 0.739 0.179 4.123 ***
問2 <--- 居住環境の満足 -0.249 0.147 -1.694 0.09
問2 <--- 生活の安心感 -0.01 0.14 -0.069 0.945
問2 <--- 暮らしの利便性 0.287 0.19 1.509 0.131

標準化係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)

推定値
問2 <--- 子育て環境 0.293
問2 <--- 生活の安心感 0.117
問2 <--- 暮らしの利便性 0.174
問49 <--- 暮らしの利便性 0.569
問37 <--- 暮らしの利便性 0.516
問38 <--- 暮らしの利便性 0.638
問28 <--- 暮らしの利便性 0.604
問56 <--- 暮らしの利便性 0.572
問29 <--- 暮らしの利便性 0.47
問50 <--- 暮らしの利便性 0.515
問22 <--- 子育て環境 0.696
問21 <--- 子育て環境 0.506
問19 <--- 子育て環境 0.735
問23 <--- 子育て環境 0.558
問16 <--- 子育て環境 0.544
問14 <--- 生活の安心感 0.56
問24 <--- 生活の安心感 0.5

暮らしの
利便性

子育て環境

生活の安心感

問49

問37

問38

問28

問56

問29

問50

問22

問21

問19

問23

問16

問14

問24

e1

e2

e3

e4

e5

e6

e7

e8

e9

e10

e11

e12

e13

e14

.57

.52

.64

.60

.57

.47

.52

.70

.51

.74

.56

.54

.56

.50

.78

.43

.30

問2
定住意向

e15

.17

.29

.12

AIC=795.425
CFI=.930

標準化係数： (ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 - ﾓﾃﾞﾙ番号 1)

推定値
問2 <--- 子育て環境 0.191
問2 <--- 生活の安心感 0.156
問2 <--- 暮らしの利便性 0.329
問49 <--- 暮らしの利便性 0.529
問37 <--- 暮らしの利便性 0.546
問38 <--- 暮らしの利便性 0.66
問28 <--- 暮らしの利便性 0.607
問56 <--- 暮らしの利便性 0.512
問29 <--- 暮らしの利便性 0.492
問50 <--- 暮らしの利便性 0.448
問22 <--- 子育て環境 0.693
問21 <--- 子育て環境 0.599
問19 <--- 子育て環境 0.726
問23 <--- 子育て環境 0.488
問16 <--- 子育て環境 0.569
問14 <--- 生活の安心感 0.429
問24 <--- 生活の安心感 0.703

暮らしの
利便性

子育て環境

生活の安心感

問49

問37

問38

問28

問56

問29

問50

問22

問21

問19

問23

問16

問14

問24

e1

e2

e3

e4

e5

e6

e7

e8

e9

e10

e11

e12

e13

e14

.53

.55

.66

.61

.51

.49

.45

.69

.60

.73

.49

.57

.43

.70

.80

.23

.15

問2
定住意向

e15

.33

.19

.16

AIC=480.475
CFI=.934

④同様の方法で「64 歳以下」、「65 歳以上」、「子育て層（中学生以下同居）20～49 歳」の 

それぞれのサンプルで分析を行った。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 分析結果 

「64 歳以下」、「65 歳以上」はいずれも CFI は 0.9 を超えており、適合度は高いと言える。

「子育て層」においては、検定統計量が 1.96 を上回る因子が小数であったため、分析不可であ

った。 

因子分析によって抽出した因子のうち、「暮らしの利便性（第１因子）」、「子育て環境（第３

因子）」、「生活の安心感（第５因子）」から「問２．定住意向」へのパスは統計的に有意8である

ことが確認することができた。 

64 歳以下の場合、係数が最も大きくなったのは「子育て環境（第３因子）」の 0.293 であり、

放課後に子どもの安全な居場所があることや子育ての相談者が近くにいることなど子育てしや

                                                   
8 有意とは、確率的に偶然とは考えにくく、意味があると考えられることを指す。 

①６４歳以下 ②６５歳以上 

③子育て層（中学生以下同居） 
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すい環境を形成していくことが、定住意向をより高めることにつながっていくと考えられる。 

65 歳以上の場合、係数が最も大きくなったのは「暮らしの利便性（第１因子）」の 0.329 で

あり、堺市内の移動の便利さや近くに買い物ができる場所があるなど暮らしの利便性を高める

ことが、定住意向をより高めることにつながっていくと考えられる。 

 

８. 分析結果を踏まえて 

 市民の意識を把握し、数値で表示する本調査は、重要なアウトカム指標（成果指標）のひと

つとなりうるものである。しかし、これらを施策や事業などのアウトプット指標（行動指標）

との関連性を結び付けることが難しく、事業が進捗しているにも関わらず、ほかの要因などに

より意識調査の結果では進捗が見られない結果となることもある。どのような理由でそのよう

に判断したのか、その意識の構造を把握することが課題であった。 

 今回、初めて実施した共分散構造分析によって、市民の意識の構造をより精緻に把握するこ

とが可能となった。共分散構造分析の結果に加え、各質問項目のクロス集計や相関分析、国勢

調査をはじめとする基幹統計などを有機的に活用することで、よりターゲットを絞った施策の

展開が可能になるものと考えられる。 

 今回の試みは、こうした統計情報等を分析や施策立案の検討に利用する、証拠に基づく政策

立案（EBPM。Evidence Based Policy Making）の具体的な展開例の一つであるとともに EBPM

を推進に資するものであると考えられる。また、今回の分析結果は、各部局での施策の展開の

検討にも資するものであると考えられる。 

 今後は、今回の分析結果やそれらを踏まえてより深掘りした分析結果などを活用し、施策立

案につなげていくことが重要であると考える。 
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※「そう思う」は「そう思う」及び「ある程度そう思う」の計、「あてはまる」は「あてはまる」及び「ある

程度あてはまる」の計 

※網掛けは「意識」に関-する設問、それ以外は「行動」に関する設問 

※平成 28 年度に新しく創設した設問は、H22、H25 欄に「新規」としている（平成 22 年度以外に調査を実施

している場合は、その当該年度の表記をしている） 

※単位「％」 

 

■堺市のまちについて【６問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 1 あなたは、堺市が住みやすいまちだと思いますか。 新規 新規 80.1 

問 2 
あなたは、事情が許せばこれからも堺市に住み続けたいです
か。 

68.5 

（H21） 
73.9 80.4 

問 3 あなたは、市政全般について、満足していますか。 
19.1 

（H16） 
30.0 42.1  

問 4 あなたは、堺市は魅力や愛着を感じるまちだと思いますか。 48.2  54.9 63.7  

問 5 
あなたは、堺市は一人ひとりの自由や人権が守られ、誰もが
個性を活かして、自分らしく生活することができているまちだと
思いますか。 

56.5  59.3 50.0  

問 6 
あなたは、堺市は年齢や性別にかかわりなく、能力を十分に
発揮できる環境が整っているまちだと思いますか。 

27.1  28.9 34.1 

 

■安全・安心の確保について（防災・防犯・医療等）【10 問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 7 
あなたは、いざというときのために、水や食料、医薬品などを備
蓄していますか。 

45.6  46.1  42.4  

問 8 あなたは、ご自宅で家具の転倒防止に努めていますか。 42.1  43.8  36.6  

問 9 あなたは、地域で防災活動に取り組んでいますか。 18.5  20.4  16.8  

問 10 
あなたは、地域で子どもの見守りやパトロールなどに取り組ん
でいますか。 

17.2  15.1  15.9  

問 11 
あなたは、食品の品質や安全性に関心を持ち、確認していま
すか。 

88.0  85.8  82.0  

問 12 
あなたは、定期的に血圧や体重を測定するなど、自分自身の
健康状態をチェックしていますか。  

70.4  71.0  77.7  

問 13 
あなたは、堺市は災害に強く、安全・安心に暮らせるまちだと
思いますか。                            

40.1  38.6  48.9  

問 14 
あなたは、近隣の治安について不安を感じたことがあります
か。                                                   

44.8  42.1  46.6  

問 15 
あなたは、健康・介護など日常生活における困りごとについ
て、相談に乗ってくれたり助けてくれる人が身近にいますか。  

76.6  76.3  60.6  

問 16 
あなたは、突然のけがや病気の際の、病院での受入体制は十
分であると思いますか。   

52.3  56.0  48.6  

 

  

調査結果（単純集計）について 
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■子育て・教育について【８問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 17 
あなたは、地域の中で子育てや教育に関する活動（PTA や子
ども会活動、子どもたちとの交流など）に参加・協力しています
か。 

新規 新規 24.5 

問 18 
あなたは、子どもに対する虐待に気づいたら、公的な相談機関
などに通報しようと心がけていますか。    

39.2  41.4  72.0  

問 19 あなたは、堺市は子育てがしやすいまちだと思いますか。 39.3  42.4  46.5  

問 20 
あなたは、堺市は子どもたちが健やかに成長し、いきいきと学
ぶ教育環境が良いまちだと思いますか。    

34.6  37.6  45.3  

問 21 
あなたは、子育てに関して相談に乗ってくれたり助けてくれる人
が身近にいますか。 

53.9  53.1  42.9  

問 22 
あなたは、放課後などにおける子どもの安全・安心な居場所が
あると思いますか。 

29.9  33.7  30.5  

問 23 
あなたは、地域の人が子どもの教育によく関わっていると思い
ますか。 

29.8  30.5  29.3  

問 24 
あなたは、子育てに対して大きな不安や負担を感じたことがあ
りますか。 

49.7  47.6  30.7  

 

■都市魅力（文化・観光等）について【９問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 25 
あなたは、外食や買い物、遊びなどは、主に堺市内で行ってい
ますか。 

44.7 43.9  78.1  

問 26 
あなたは、文化・スポーツ・学術を通じた国際交流など海外の
人たちと交流していますか。 

7.2  7.2  7.3 

問 27 あなたは、国際協力・国際貢献の活動に参加していますか。 4.6  4.4  4.4  

問 28 
あなたは、堺市には、休日に友人や家族と共に楽しく過ごすこ
とができる場所や施設があると思いますか。     

40.7  40.2  41.8  

問 29 
あなたは、堺市の中心部（中心市街地。堺東－堺駅間）は、に
ぎわっていると思いますか。 

30.2  30.0  21.6  

問 30 あなたは、地域のまちなみの美しさに満足していますか。 
31.9 

（H21） 
45.0  41.7  

問 31 
あなたは、堺市は歴史資源や文化資源を身近に感じることが
できるまちだと思いますか。 

39.0  42.0  58.7  

問 32 
あなたは、堺市は文化・芸術活動をしやすいまちだと思います
か。 

34.8  37.3  31.6  

問 33 
あなたは、堺市には、海外の人たちに紹介したくなる魅力があ
ると思いますか。       

24.9  25.9  38.0  

 

■産業・雇用について【５問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 34 
あなたは、できる限り、地元で採れた食材・食品を食べていま
すか。 

57.8  58.3  45.8  

問 35 
あなたは、堺の伝統産業品（刃物、線香、昆布など）を使用して
いますか。 

38.0  38.6  40.4  

問 36 
あなたは、堺の伝統産業品の PR は十分にされていると思いま
すか。 

28.6  29.2  24.1  

問 37 
あなたは、近くに買い物できる場所が充実していると思います
か。 

81.0  78.8  72.4  

問 38 
あなたは、堺市では働く意欲のある人たちの雇用があると思い
ますか。 

15.5  21.9  22.7  
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■環境について【８問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 39 あなたは、節電や省エネルギーに取り組んでいますか。 86.5  87.6  77.8  

問 40 あなたは、ごみの減量やリサイクルに取り組んでいますか。 86.3  84.7  80.2  

問 41 
あなたやあなたの家族は、日常の買い物の際に、買い物袋を
持参していますか。 

53.5  56.4  65.9  

問 42 あなたは、緑を増やしたり、守ることに取り組んでいますか。 45.8  40.9  40.2  

問 43 
あなたは、堺市では、環境にやさしいまちづくりが進んでいると
思いますか。 

34.3  34.5  33.1  

問 44 
あなたは、堺の企業・事業者は環境に配慮した取組を行ってい
ると思いますか。 

24.7  26.1  22.1  

問 45 
あなたは、節電やごみの減量など地球環境を意識した生活ス
タイルを実践している人が多いと思いますか。 

18.4  19.3  27.7  

問 46 
あなたは、樹木などのまちの緑の豊かさ（多さ）について、満足
していますか。 

新規 新規 46.7 

 

■日常の交通手段ついて【４問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 47 
あなたは、できる限り、バスや電車などの公共交通を使うよう
にしていますか。 

63.0  61.4  60.8  

問 48 
あなたは、近隣の移動の際は、できる限り徒歩や自転車で行く
ようにしていますか。 

81.5  78.6  72.6  

問 49 
あなたは、日々の暮らしや仕事において堺市内の移動は便利
だと思いますか。 

47.3  49.1  48.7 

問 50 
自転車を利用する方にお伺いします。あなたがお住まいの地
域は自転車で走りやすいと思いますか。 

新規 ― 37.0  

 

■地域活動等について【８問】 

 設問 H22 H25 H28 

問 51 
あなたは、まつりなどの地域のイベントに参加・協力したことが
ありますか。  

36.7  38.5  49.5  

問 52 
あなたは、スポーツ活動、サークル活動、講座への参加、芸術
活動などの生涯学習や文化活動に取り組んでいますか。 
 

25.2  24.2  25.4  

問 53 
あなたは、まつりや清掃活動、防犯活動など地域でのさまざま
な活動が活発であると思いますか。 

33.3  35.6  47.5  

問 54 
あなたは、堺市は自治会や子ども会活動、地域における活動
など、人と人とのつながりがあると感じますか。 

32.9  34.3  48.2  

問 55 あなたは、自分が住んでいる区の特色を知っていますか。 26.4  26.3  20.3  

問 56 
あなたは、堺市は図書館や文化教室などにおける生涯学習の
環境が整っていると思いますか。 

52.8  54.9  42.2  

問 57 
あなたは、自分の知識や経験を発揮することができる場がある
と思いますか。    

21.8  23.0  15.3  

問 58 
あなたは、堺市で暮らす人たちや堺市を訪れる人たちのため
に何か役立つことをしたいと思いますか。 

新規 新規 45.9 
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(1) あなたは、堺市が住みやすいまちだと思いますか。

(4) あなたは、堺市は魅力や愛着を感じるまちだと思いますか。

(3) あなたは、市政全般について、満足していますか。

(5)
あなたは、堺市は一人ひとりの自由や人権が守られ、誰もが個性を活かして、自分らしく生活することができているまちだと思
いますか

(6) あなたは、堺市は年齢や性別にかかわりなく、能力を十分に発揮できる環境が整っているまちだと思いますか。

（19） あなたは、堺市は子育てがしやすいまちだと思いますか。

（20） あなたは、堺市は子どもたちが健やかに成長し、いきいきと学ぶ教育環境が良いまちだと思いますか。

（13） あなたは、堺市は災害に強く、安全・安心に暮らせるまちだと思いますか。

（43） あなたは、堺市では、環境にやさしいまちづくりが進んでいると思いますか。

（22） あなたは、放課後などにおける子どもの安全・安心な居場所があると思いますか。

問

0.661

0.557

0.473

0.470

0.452

0.423

0.418

0.358

0.322

0.304

0.302

0

0.292

0

0.222

0.185

0.206

0.208

0.163

0.204

0.172

0 0.2 0.4 0.6 0.8

 

 

「定住意向（問２）」について、各設問との関連性を見るため、相関分析を行った。 

※相関係数の絶対値が 0.8 以上は強い相関がある、0.6 以上は相関がある、0.4 以上は弱い相関がある、0.2 未満はほとん

ど相関がない 

 

１. 定住意向と日常生活に関する意識や行動との関係 

 

 

「定住意向（問２）」と意識との相関関係において、絶対値が上位 10 位までは次の通りとなる。 

※上段 H28 調査、下段 H25 調査。0 は H25 調査結果がないもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「定住意向（問２）」と行動との相関関係において、絶対値が上位 10 位までは次の通りとなる。 

※H25 調査では相関分析をしていない 

（25） あなたは、外食や買い物、遊びなどは、主に堺市内で行っていますか。

（35） あなたは、堺の伝統産業品（刃物、線香、昆布など）を使用していますか。

（34） あなたは、できる限り、地元で採れた食材・食品を食べていますか。

（12） あなたは、定期的に血圧や体重を測定するなど、自分自身の健康状態をチェックしていますか。

（40） あなたは、ごみの減量やリサイクルに取り組んでいますか。

（48） あなたは、近隣の移動の際は、できる限り徒歩や自転車で行くようにしていますか。

（9） あなたは、地域で防災活動に取り組んでいますか。

（39） あなたは、節電や省エネルギーに取り組んでいますか。

（11） あなたは、食品の品質や安全性に関心を持ち、確認していますか。

（51） あなたは、まつりなどの地域のイベントに参加・協力したことがありますか。

問

0.255

0.169

0.151

0.101

0.099

0.071

0.062

0.062

0.057

0.056

0 0.2 0.4 0.6 0.8

 

定住意向と日常生活に関する意識との相関関係 

定住意向と日常生活に関する行動との相関関係 

…平成 28 年度相関係数 …平成 25 年度相関係数 

相関分析について 
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